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で胎生致死となる。したがって、VEGF シグナルにおける Flk1 と Flt1 のバランスが
血管形成に重要であるが、免疫染色に適切な Flk1と Flt1の抗体がないため、生体内に
おける発現パターンはこれまで明らかにされていない。 







 心臓における Flk1の発現を検討するために、Flk1-GFP BACトランスジェニックマ
ウスを用いて解析した。このマウスはこれまで胎児や虚血性網膜症モデルにおいて内因
















おいて Flk1と Flt1は異なる発現パターンを示すことがわかった。 
 Flk1と Flt1の経時的な発現パターンを比較するために、Flk1-GFP BACトランスジ
ェニックマウスと Flt1-DsRed BAC トランスジェニックマウスを交配することで、




生後 1日目の冠血管では Flk1と Flt1は共に強く発現することがわかった。一方、出生









 これまでの結果から、生理的条件下での心臓発達において Flk1と Flt1の発現パター
ンが時空間的に異なることを示した。次に疾患における血管形成及び Flk1と Flt1の発
現パターンを解析するために、出生後 6〜8 週目の Flk1-GFP/Flt1-DsRed ダブルトラ
ンスジェニックマウスを用いて心筋梗塞モデルを作製し、心筋梗塞後 3 日目、7 日目、
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